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知事対談 石毛博行×仁坂吉伸
和歌山の素晴らしき逸品 ［パイル織物］
Wakayama Active People
おウチで楽しむ！ WAKAYAMA ［和歌山を楽しむカルチャー編］
プレミア和歌山 ［超熟しらぬい］

国宝 千手観音菩薩像
ユネスコ無形文化遺産 那智の田楽
養翠園とFeStA LuCe
和歌山文化図鑑

歴
史
、伝
統
、文
化
、ア
ー
ト
。想
い
は
全
て
に
息
づ
く

那智の田楽で使われる、腰太鼓とビンザサラ。



和歌山マリーナシティ内ポルトヨーロッパで開催されているフェスタ・ルーチェ。
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海
、山
、川
、空
…
。

美
し
く
豊
か
な
和
歌
山
の
自
然
は
、

地
球
が
描
く
ア
ー
ト
で
あ
り
、壮
大
な
物
語
で
あ
る
。

そ
し
て
和
歌
山
で
は
、人
々
が
創
造
し
た
物
語
が

歴
史
や
文
化
、ア
ー
ト
と
共
存
し
て
い
る
。

伝
統
を
背
景
に
、自
然
を
借
景
と
し
、技
術
を
駆
使
し
た

〝
キ
ラ
キ
ラ
〟
と
輝
く
、和
歌
山
の
魅
力
に
触
れ
て
み
た
い
。

歴
史
、伝
統
、文
化
、ア
ー
ト
。想
い
は
全
て
に
息
づ
く



熊野参詣の途中に立ち寄った僧・安珍に清姫が
恋し、裏切られたと知るや大蛇となって追い、最
後には道成寺の鐘の中に逃げた安珍を焼き殺す
という「安珍清姫の物語」。道成寺の縁起堂（えん
ぎどう）で行われる絵とき説法は、室町時代か
ら500年以上続いているという。その内容も口
調もまさしく口伝。小野院主も先代の説法を、
また先代もその前の院主の説法を聞いて覚えた
のだという。絵巻は今でいう動画のようなもの
で、最後まで見続けないと結末はわか
らないのも魅力のひとつ。絵巻を
使 っ た 説 法 は 日 本で1件だけとも
いわれている。

〝かみなが姫〟とは、道成寺周辺の村長の娘で、藤原宮
子（ふじわらのみやこ）の こ と。その美貌と才能を見
込まれ、藤原家に入り文武天皇の夫人となった。その
宮子の願いを受け、文武天皇が建立したと伝わるのが
道成寺。下／道成寺に寄贈されたかみなが姫の絵巻
物で、紀州の嫁入り道具のひとつだったという。

初代釣鐘は清姫により焼失したと伝わる。1359年
に逸見万寿丸（へんみまんじゅまる）によって寄進
されるまで、道成寺には約400年間釣鐘がなかった。
その後、人が入れないように小さく作られた写真の
二代目釣鐘は、戦国時代の紀州攻めにより持ち去ら
れ、再び釣鐘のない寺となった。

　

国
宝
三
体
を
お
祀
り
し〝
安あ
ん
ち
ん
き
よ
ひ
め

珍
清
姫
〟の
物
語
で

有
名
な
道
成
寺
。
創
建
は
7
0
1
年
と
東
大
寺
の

大
仏
建
立
よ
り
古
く
、
現
存
す
る
寺
と
し
て
は
、

和
歌
山
県
最
古
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
日
本
人
に

と
っ
て
身
近
な
信
仰
の
場
で
あ
る
寺
で
も
、
千
年

以
上
あ
り
続
け
る
の
は
１
％
に
も
満
た
な
い
そ
う

で
す
。
多
く
は
名
を
変
え
場
所
を
変
え
、
さ
ら
に

は
廃
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
規
模
で
も
な
い
道
成

寺
が
１
３
０
０
年
以
上
も
続
い
て
き
た
の
は
奇
跡

で
す
。
さ
ら
に
近
く
か
ら
巨
大
な
銅
鐸
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
、
こ
の
地
に
お
け
る
信
仰
の
始
ま
り

は
仏
教
伝
来
の
は
る
か
以
前
、
弥
生
時
代
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
」と
語
る
の
は
道
成
寺
院

主
、小お
の
し
ゅ
ん
じ
ょ
う

野
俊
成
さ
ん
。

　
〝
釣
鐘
が
な
い
お
寺
〟と
し
て
そ
の
名
前
が
広
く

日
本
中
に
知
ら
れ
た
の
は
、
紀
伊
水
道
と
熊
野
街

道
に
近
か
っ
た
こ
と
も
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。「
古
代
に
は
船
の
行
き
来
は
多
く
な
か
っ
た
と

は
言
え
、
都
と
東
日
本
と
の
間
の
物
資
や
情
報
が

紀
伊
水
道
を
通
っ
て
運
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
熊
野
詣

で
訪
れ
た
多
く
の
人
々
も
、当
寺
ま
で
足
を
伸
ば

し
、〝
あ
の
男
女
の
ゴ
シ
ッ
プ
の
寺
は
、
本
当
に
あ
っ

た
ん
だ
〟と
故
郷
で
土
産
話
に
花
を
咲
か
せ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。平
和
な
世
の
中
で
は
、こ
う
い
う

ゴ
シ
ッ
プ
が
人
気
で
、
さ
ら
に
拡
散
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、こ
こ
は
弥
生
時
代
か
ら
続
く
神

聖
な
場
所
。
そ
ん
な
聖
俗
併
せ
持
つ
存
在
だ
か
ら

こ
そ
、
道
成
寺
の
信
仰
が
今
も
続
い
て
い
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
」。

　

釣
鐘
が
な
い
寺
に
は
、
今
で
も
能
楽
や
人
形
浄
瑠

璃
、歌
舞
伎
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
物
語
が
あ
っ
た
。

道成寺のお土産として有名な
釣鐘饅頭。道成寺前だけでな
く、御坊市内の和菓子屋でも
売られている。

釣
鐘
が
な
い

和
歌
山
最
古
寺
の

奇
跡
の
軌
跡
。

始まりは〝かみなが姫〟の物語

千
手
観
音
菩
　
像

国
宝

道成寺近くの水田から1762年に出土した鐘
巻銅鐸（かねまきどうたく）。制作年代は１世紀後
半から３世紀初頭とされ、現存高は116センチで国
内最大級といわれている。（推定復元高は120セン
チで国内２位）

道成寺（どうじょうじ）　
住所／日高郡日高川町鐘巻１７３８　
電話／0738-22-0543

道成寺の宝仏殿に安置されている国宝・千
手観音菩薩像。両脇に立つ日光・月光菩薩
像も国宝である。見学者と像の間には何
もなく、神々しさを身近に感じることが
できる。なお本堂に安置されている千手観
音立像（重文）は、奈良時代の作で、日本で
三番目位に製造された像といわれている。

実
は
、安
珍
清
姫
の
鐘
は
実
在
し
て
い
た
？
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眩
い
ば
か
り
の
明
か
り
に
照

ら
さ
れ
、人
気
の
な
い
夜
の
境
内

に
舞
台
が
浮
か
び
上
が
る
。
真

剣
な
面
持
ち
で〝
那
智
の
田
楽
〟

を
練
習
す
る
の
は
、
那
智
田
楽

保
存
会
の
男
た
ち
だ
。

　
〝
那
智
の
田
楽
〟は
、
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ

れ
て
い
る
熊
野
那
智
大
社
例
大

祭
の
神
事
で
、ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
。「
こ
の
田
楽
は
、室
町
時
代

か
ら
続
く
も
の
で
、洗
練
さ
れ
た

リ
ズ
ム
や
雅
さ
が
あ
り
、京
都
か

ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
50
年
も
の
間
、
途
絶
え
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、２
０
２
１

年
に
復
興
１
０
０
年
を
迎
え

た
奇
跡
の
神
事
な
の
で
す
」と

語
る
の
は
、熊
野
那
智
大
社
の

男お
と
こ
な
り
よ
う
ぞ
う

成
洋
三
宮
司
。「
途
絶
え
た

原
因
は
明
治
元
年
の
神
仏
分
離

令
で
、
田
楽
を
演
じ
て
い
た
多

く
の
社
僧
が
還
俗
し
、
踊
り
手

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
」。

　

途
絶
え
て
か
ら
約
50
年
後
に

田
楽
復
興
の
気
運
が
高
ま
っ

た
。
そ
こ
に
偶
然
に
も
他
所
に

行
っ
て
い
た
田
楽
笛
の
名
手
が

帰
郷
、
加
え
て
も
う
一
人
の
田

楽
経
験
者
の
古
老
二
人
に
よ
る

伝
授
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
。

田
楽
は
口
伝
で
あ
っ
た
た
め
舞

譜
や
楽
譜
は
な
く
、
復
興
の
際

に
す
べ
て
譜
面
に
書
き
起
こ
さ

れ
た
。「
も
ち
ろ
ん
６
０
０
年
も

の
間
、全
く
何
も
変
わ
っ
て
い
な

い
と
は
思
え
ま
せ
ん
。田
楽
を
復

活
で
き
た
の
は
、
人
々
の
信
仰

心
の
お
か
げ
で
あ
り
、
紛
れ
も

な
い
奇
跡
だ
と
思
い
ま
す
」と
続

け
た
。

　
「
普
段
は
年
に
一
度
の
例
大
祭

の
時
だ
け
で
す
が
、
昨
年
は
何

度
も
舞
い
ま
し
た
。
那
智
田
楽

保
存
会
は
現
在
28
名
で
す
。皆
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
練
習

で
す
か
ら
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
田
楽
は
大
社
の
神
事
で

す
か
ら
、
我
々
住
民
や
氏
子
た

ち
に
と
っ
て
も
大
切
な
も
の
で

す
」と
語
る
保
存
会
副
会
長
の

小お
が
わ川

一か
ず
よ
し義

さ
ん
。

　

舞
の
所
作
一
つ
一
つ
に
意
味

が
あ
る
。そ
れ
を
説
明
し
、
若

手
に
教
え
る
こ
と
は
、
歴
史

や
伝
統
の
継
承
と
同
じ
こ

と
。こ
の
奇
跡
の
物
語
自

体
が
、人
々
に
よ
る
大
社

へ
の
想
い
が
継
承
さ
れ

て
き
た
結
果
に
他
な

ら
な
い
。

例大祭では40分程度だが、2021年11月に熊野那智大社で行われ
た「高野・熊野夢舞台コンサート」では、20分に短縮して披露さ
れた。20歳から保存会に入会し､約50年にわたり活動している
小川さんは、息子さんはもちろんお孫さんも所属しているとい
う。最初は〝稚児（ちご）の舞〟から始め、一つ一つの意味を伝え
ながら、本格的な舞を覚えていく。これこそ文化の伝承である。
左／田楽で使われる腰太鼓とビンザサラ。

「笛方の名手が帰郷されたことで、奇跡的に復活しまし
た。笛やビンザサラなどの道具や衣装が残っていたこと
も幸いでした。こうして50年ぶりに〝那智の田楽〟は蘇り
ましたが、ほどなくしてその笛方の名手は亡くなってし
まわれました。昔に奉仕した古老が存命していなかった
ら、田楽は600年という歴史を刻めなかったことでしょ
う」と語る男成宮司。

６
０
０
年
続
く

舞
に
込
め
ら
れ
た

田
楽
復
興
の
物
語

那
智
の
田
楽

まさしくギリギリの〝奇跡〟の物語　　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

熊野那智大社宝物殿に展示されている〝田楽要
録〟。復活劇を間近に見つめてきた貴重な資料で
ある。

熊
野
那
智
大
社
例
大
祭
で
使
用
さ
れ
る

大
き
な
松
明
。 熊野那智大社　

住所／東牟婁郡那智勝浦町那智山１
電話／0735-55-0321

熊野那智大社例大祭、日本の三大火祭りに数えられる那
智の扇祭りで奉納される那智の田楽。2012年にユネスコ
の無形文化遺産に登録された。現在は、笛１人、笛控１人、
太鼓４人、ビンザサラ４人、シテテン（小鼓）２人の計12
名で演じられている。
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紀
州
藩
歴
代
藩
主
の
中
で
も
、ひ
と
際
評
価
の
高
い
徳
川

治は
る
と
み寶

。
藩
士
の
子
弟
教
育
に
も
熱
心
で
、
音
楽
や
文
芸
に
も

造
詣
が
深
く〝
数
奇
の
殿
様
〟と
も
呼
ば
れ
た
。
ま
た
実
力
が

あ
る
と
中
・
下
級
の
藩
士
で
も
積
極
的
に
重
用
し
た
名
君
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
治
寶
が
住
居
で
あ
る
西
浜
御
殿
の
別

邸
と
し
て
、
和
歌
山
市
西
浜
に
築
造
し
た
の
が
養
翠
園
で
あ

る
。
特
徴
的
な
の
は
広
大
な
海
水
を
引
き
込
ん
だ〝
汐し
お
い
り入
池
〟

で
、こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
は
日
本
で
も
珍
し
く
、
養
翠

園
の
他
に
は
浜は
ま
り
き
ゅ
う
お
ん
し
て
い
え
ん

離
宮
恩
賜
庭
園
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
。

　
「
治
寶
は
隠
居
後
も
藩
の
権
力
を
握
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

と
は
い
え
、大
っ
ぴ
ら
に
西
浜
御
殿
を
訪
れ
る
の
は
、
反
対
勢

力
や
藩
主
の
目
を
気
に
す
る
者
も
い
た
で
し
ょ
う
し
、
位
の

低
い
藩
士
だ
と
萎
縮
し
た
者
も
い
た
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
治

寶
は
ど
ん
な
立
場
の
者
と
で
も
、藩
政
に
つ
い
て
話
が
で
き

る
よ
う
に
と
、養
翠
園
を
築
造
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ

う
い
う
理
由
か
ら
か
、園
内
に
建
つ
御
茶
屋
の
養
翠
亭
も
、

権
威
的
な
書
院
造
り
で
は
な
く
、
身
分
の
序
列
を
意
識
さ
せ

な
い〝
数す
き
や
づ
く
り

寄
屋
造
り
〟と
な
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
の
は
養
翠

園
園
主
藤ふ
じ
い
き
よ
し

井
清
さ
ん
。
養
翠
園
は
、
隠
居
政
治
期
間
を
入
れ

る
と
60
年
も
の
長
き
に
亘
り
、
権
力
の
座
に
君
臨
し
た
治
寶

の
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
感
じ
さ
せ
る
名
庭
と
い
え
る
。

　

ま
た
現
在
、和
歌
山
市
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、和
歌
山

マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
る
光
の
祭
典〝
フ
ェ
ス
タ
・

ル
ー
チ
ェ
〟。そ
れ
を
手
が
け
る
株
式
会
社
タ
カ
シ
ョ
ー
デ
ジ

テ
ッ
ク
社
長
古ふ
る
さ
わ
り
ょ
う
す
け

澤
良
祐
さ
ん
が
、
和
歌
山
に
来
た
の
は
約
20

年
前
。
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
に
あ
る
ポ
ル
ト
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
素

晴
ら
し
さ
に
感
動
す
る
が
、
寒
い
冬
は
観
光
客
が
少
な
い
。

そ
こ
で
浮
か
ん
だ
ア
イ
デ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ク
リ
ス
マ

ス
。「
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
4
週
間
を
待た
い
こ
う
せ
つ

降
節
と
い
い
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
街
は
光
に
満
ち
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
華
や
か

さ
を
和
歌
山
の
冬
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

当
初
は
、
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
採
算
が
あ
う
の
か
？
と
い
わ

れ
ま
し
た
が
、
過
去
5
年
間
の
累
計
で
延
べ
50
万
人
の
お
客

様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
」と
語
る
。

　

今
で
は
認
知
度
も
高
ま
り
、
和
歌
山
市
の
観
光
客
訪
問
数

の
増
加
要
因
と
言
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
ま
で
成
長
。
さ
ら
に

は
東
京
や
大
阪
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
、
遠
く
は
青
森
県
の
十

和
田
湖
で
も
フ
ェ
ス
タ
・
ル
ー
チ
ェ
を
手
が
け
る
な
ど
、
事

業
と
し
て
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
き
た
。
そ
ん
な
中
、
古

澤
さ
ん
は
新
た
な
手
を
打
つ
。
そ
れ
は
、〝
フ
ェ
ス
タ
・
ル
ー

チ
ェ
の
収
益
減
に
直
結
す
る
、
中
学
生
以
下
は
入
場
無
料
、

高
校
生
以
上
の
学
生
は
半
額
で
招
待
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〟。 

本
当
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
出
逢
え
る
場
所
、
フ
ェ
ス

タ
・
ル
ー
チ
ェ
か
ら
の
前
代
未
聞
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
子
供
た
ち
は

多
く
の
楽
し
さ
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
染
症
対
策
を

十
分
行
い
な
が
ら
、
マ
ス
ク
の
下
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
よ
う

な
思
い
出
を
提
供
し
た
い
と
思
い
実
施
し
ま
し
た
」。

　

時
を
経
て
和
歌
山
に
存
在
す
る
二
つ
の
場
所
。
そ
の
背
景

に
秘
め
ら
れ
た
物
語
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。

紀州徳川家第10代藩主の徳川治寶が隠居し
てから築造した大名庭園で、その面積は約
33 ,000㎡にも及ぶ。庭園は海の景色を意図
的に取り入れず、正面には天神山、側面には高
積山の山並みの景色を借景としている。

2017年から和歌山で開催されている〝フェス
タ・ルーチェ in和歌山マリーナシティ〟。オ
フシーズンをオンシーズンに変える光のエン
ターテイメント。古澤さんはフェスタ・ルー
チェ実行委員会会長でもある。

歴
史
の
あ
る
日
本
庭
園
と

光
り
輝
く
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
ト
の
世
界
に

秘
め
ら
れ
た
物
語
。

養翠園

FeStALuCe

養翠園（ようすいえん）　
住所／和歌山市西浜１１６４
電話／073-444-1430
入園料／大人（中学生以上）６００円	
　　　　小人（小学生以下）３００円

フェスタ・ルーチェ実行委員会事務局　
住所／海南市南赤坂２０−１（株式会社タカショーデジテック内）
電話／073-484-3618

■フェスタ・ルーチェ会場
住所／和歌山市毛見1527（和歌山マリーナシティ）
入場料／当日券大人1,500円、学生(高校生以上)750円、中学生以下無料
期間／2021.11.3〜2022.2.14



三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
紀
伊
半
島
。

そ
の
大
部
分
を
占
め
る
和
歌
山
は
、

木
の
国
で
も
あ
り
、海
の
国
で
も
あ
り
、

太
古
の
昔
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。

文
明
は
海
を
行
き
来
し
、互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
な
が
ら
、

新
た
な
文
化
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
。

海
を
越
え
、和
歌
山
で
育
っ
た
文
化
を
見
て
み
た
い
。

➊今も三尾地区にあるアメリカ村とい
うバス停。➋〝潮風の休憩所〟には当時
の潜水服などが展示されている。住所
／東牟婁郡串本町潮岬2865-1　➌〝エビ
とカニの水族館〟は、南弥右衛門が建設
費用を寄附した元江住中学校体育館。
住所／西牟婁郡すさみ町江住 808-1

紀州備長炭は、和歌山県の県木ウバ
メガシを原料に作られる。鋼鉄ほど
の硬度があり、叩いてみると、キー
ンとクリアな音を出すのが特徴。

国産温州みかんのベトナムへの輸出が
解禁されたことを受け、2021年 11月、
全国で初めて和歌山県特産のみかんが
輸出されることになった。ハノイ、ホー
チミンのスーパーなどで販売が開始さ
れ、市場から高い評価を得ている。

和歌山文化図鑑
海
を
越
え
た

和
歌
山
の
文
化

海
を
越
え
渡
っ
て
き
た
金
山
寺
味
噌
、

そ
し
て
和
歌
山
で
醤
油
文
化
が
生
ま
れ
た
。
　

新
天
地
を
求
め
、海
の
向
こ
う
へ
。

和
歌
山
の
移
民
文
化
。

弘
法
大
師
空
海
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た

備
長
炭
の
窯
の
秘
密
。

お
菓
子
文
化
の
発
祥
地
が
和
歌
山
？

新型コロナワクチン開発に欠かせない
mRNAの原料供給に貢献する醤油造り
紀州の初代濱口儀兵衛（はまぐちぎへえ）が創業
したヤマサ醤油。七代目当主は、稲むらに火をつ
け、津波から村人たちを救い〝A Living God〟と
称される濱口梧陵（ごりょう）である。その企業が
今、シュードウリジンの製造で世界から注目を集
めている。これは、新型コロナワクチンのmRNA
合成用素材。同社では以前から医薬品原料を製
造販売しており、ワクチン安定供給のため、製造
体制の整備を行っている。梧陵の志は、今も息づ
いている。

ベトナムに
温州みかんを初輸出
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今
か
ら
約
７
５
０
年
前
、
鎌
倉
時
代

に
和
歌
山
で
生
ま
れ
た
醤
油
。
覚か
く
し
ん
お

心
和

尚し
ょ
う（

法ほ
う
と
う
こ
く
し

燈
国
師
）と
い
う
禅
僧
が
、
中
国

で
修
行
し
な
が
ら
径き
ん
ざ
ん
じ

山
寺
で「
な
め
味

噌
」の
製
法
を
学
び
、
和
歌
山
で
そ
の

製
法
を
広
め
た
。
そ
れ
は
大
豆
等
で

作
っ
た
麹
に
塩
を
加
え
、
夏
野
菜
を
熟

成
さ
せ
た
食
べ
る
味
噌〝
金
山
寺
味
噌
〟

で
、
そ
の
時
湧
き
出
る
非
常
に
美
味
し

い
上
澄
み
液
か
ら
醤
油
は
生
ま
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

湯
浅
周
辺
で
醤
油
造
り
が
盛
ん
に

な
っ
た
の
は
、
醤
油
に
と
っ
て
重
要
な

上
質
な
水
と
海
運
に
恵
ま
れ
て
い
た
か

ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に

な
る
と
、
醤
油
造
り
は
徳
川
御
三
家
紀

州
藩
の
保
護
を
受
け
、
湯
浅
港
近
く
の

大
仙
堀
周
辺
に
百
軒
近
い
醸
造
所
が
立

ち
並
び
、
都
会
で
あ
る
江
戸
や
大
坂
に

た
く
さ
ん
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
て
紀
州
の
醤
油
は
日
本
全
国
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
外

国
へ
も
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

醤
油
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
和
食
と
共
に
世
界
中

で
愛
さ
れ
る
調
味
料
と
な
っ
た
。

　
現
在
で
も
湯
浅
周
辺
に
は
、
１
年
以

上
か
け
て
仕
込
む
、
昔
な
が
ら
の
製
造

方
法
を
守
り
続
け
て
い
る
醤
油
蔵
が
あ

る
。
海
を
渡
っ
て
や
っ
て
き
た
径
山
寺

の
味
噌
と
、
海
を
渡
り
世
界
中
で
親
し

ま
れ
る
醤
油
。
紀
州
人
の
創
意
工
夫
と
、

職
人
た
ち
が
今
も
守
り
続
け
る
伝
統
に

も
、
語
り
尽
く
せ
な
い
物
語
が
あ
る
。

　
〝
移
民
県
〟で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
和
歌
山
県
。
海
に
面
し
た
地
形
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
紀
州
人
。

ま
だ
見
ぬ
水
平
線
の
向
こ
う
に
、
夢

を
求
め
て
船
を
漕
ぎ
出
す
姿
は
、
想

像
に
難
く
な
い
。

　
〝
ア
メ
リ
カ
村
〟と
呼
ば
れ
て
い
る

の
は
、美
浜
町
三
尾
地
区
。明
治
時
代

か
ら
多
く
の
人
が
カ
ナ
ダ
に
移
住
し

成
功
を
納
め
、
帰
国
し
た
人
た
ち
が
、

洋
風
の
家
を
建
て
暮
ら
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
串
本
周
辺
の
人
々
が
向

か
っ
た
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
重

い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
潜
水
服
を
装
着
し
、

高
級
ボ
タ
ン
な
ど
の
原
料
と
な
る
白

蝶
貝
や
真
珠
を
採
る
た
め
に
多
く
の

男
た
ち
が
渡
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

す
さ
み
町
出
身
の
南
弥
右
衛
門（
み
な

み
や
え
も
ん
）は
、
ア
メ
リ
カ
で
大
規

模
な
農
園
を
営
み
成
功
し〝
サ
ン
タ
マ

リ
ア
の
レ
タ
ス
王
〟と
呼
ば
れ
、
在
米

邦
人
の
経
済
的
発
展
に
貢
献
し
た
。

ち
な
み
に
す
さ
み
町
は
、
昭
和
16
年

頃
か
ら
レ
タ
ス
栽
培
が
始
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
日
本
の
レ
タ
ス
栽
培
の
発

祥
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　

上
質
な
こ
と
で
有
名
な
紀
州
備
長
炭
は
、

白
炭
の
一
種
で
あ
り
、
こ
の

製
造
方
法
を
中
国
か
ら
日

本
に
伝
え
た
の
が
、
弘
法
大
師
・

空
海
と
い
わ
れ
て
い
る
。
空
海
は

密
教
修
行
の
場
と
し
て
高
野
山
を

開
き
、
こ
こ
を
拠
点
に
、
唐
で
得
た
最
新
技
術

な
ど
も
広
め
た
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
白
炭
の

製
造
技
術
が
あ
り
、
瞬
く
間
に
紀
伊
半
島
全
域

に
そ
の
技
術
が
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
紀
州
備
長
炭
が
上
質
で
あ
る
秘
密
は
、
窯

の
奥
に
あ
け
ら
れ
て
い
る〝
大
師
穴
〟と
呼
ば
れ

る
排
煙
口
の
位
置
に
あ
る
ん
だ
と
か
。

　
海
南
市
下
津
町
の
橘
本（
き
つ
も
と
）神
社
に

祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、お
菓
子
の
神
様・田
道
間

守（
た
ぢ
ま
も
り
）。
垂
仁（
す
い
に
ん
）天
皇
の

命
に
よ
り
不
老
長
寿
の
霊
菓
を
探
し
求
め
、
中

国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
霊
菓
が
、
ミ
カ
ン
の
原
種

〝
橘
〟と
い
わ
れ
て
い
る
。田
道
間
守
の
死
後
、

そ
の〝
橘
〟は
橘
本
神
社
に
植
え
ら
れ
、
甘
く
て

美
味
し
い
そ
の〝
果・

実
〟は
、〝
お
菓・

子
〟と
し
て

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、橘
本
神
社
は
お
菓

子
の
神
社
と
し
て
全
国
の
菓
子
業
者
か
ら
崇
敬

を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

➊

➋➌



仁
坂
知
事（
以
下
仁
坂
）●
石
毛
さ
ん
は
私
と
同

じ
年
に
通
商
産
業
省（
現
経
済
産
業
省
）に
入
省

し
、そ
の
後
は
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

の
理
事
長
を
経
て
、現
在
は
2
0
2
5
年
日
本
国

際
博
覧
会（
略
称「
大
阪
・
関
西
万
博
」）の
実
務
を

取
り
仕
切
る
2
0
2
5
年
日
本
国
際
博
覧
会
協

会
の
事
務
総
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
通
産
省
時
代
の
話
や
、
事
務
総
長
に
就
任
さ

れ
た
経
緯
な
ど
か
ら
お
伺
い
で
き
ま
す
か
。

石
毛
博
行（
以
下
石
毛
）●
通
商
産
業
省
に
知
事

と
同
期
入
省
し
た
の
が
1
9
7
4
年
。前
年
に

石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
、
戦
後
初
め
て
経
済
成

長
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
い
う
、
今
と
は
相
当

違
っ
た
時
代
で
し
た
。
特
に
印
象
深
い
の
は
、

1
9
8
6
年
〜
94
年
に
行
わ
れ
た
ウ
ル
グ
ア
イ

ラ
ウ
ン
ド
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
間
の

３
年
ほ
ど
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
勤
務
し
て

い
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
当
時
、
知
事

も
ミ
ラ
ノ
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
の
で
、
何
度
か

行
き
来
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
経

済
産
業
省
の
退
官
後
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
に
７
年
半

い
ま
し
て
、2
0
1
8
年
11
月
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
中
南
米
の
グ
ア
テ
マ
ラ
の
事
務
所
を

視
察
し
て
い
る
最
中
に
、
大
阪
・
関
西
万
博
の

誘
致
決
定
と
い
う
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。
ジ
ェ

ト
ロ
か
ら
も
応
援
団
が
出
て
い
た
も
の
で
す
か

ら
、
み
ん
な
で
喜
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
は
ま
さ
か
自
分
が
事
務
総
長
に
な
る
な
ん
て

夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、

縁
あ
っ
て
と
い
い
ま
す
か
事
務
総
長
を
や
っ
て

く
れ
な
い
か
と
い
う
お
話
を
受
け
ま
し
て
、
ど

う
し
よ
う
か
な
と
考
え
ま
し
た
が
、
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
で
も
あ
る
し
、
や
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
っ
て
、
迷
っ
た
時
は
前
に
進
む
と
い
う

こ
と
で
、お
受
け
い
た
し
ま
し
た
。
ま
あ
、や
っ

て
み
る
と
、
大
変
な
毎
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
な
り
に
楽
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

仁
坂
●
当
時
は
、
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
越
え
て
、

よ
く
行
き
来
し
ま
し
た
ね（
笑
）。
ま
た
、
ジ
ェ

ト
ロ
に
お
ら
れ
る
時
は
、
全
国
初
の
試
み
と
な

る
県
庁
内
へ
の
ジ
ェ
ト
ロ
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
で

も
お
世
話
に
な
り
、
お
か
げ
で
随
分
県
内
企
業

の
海
外
展
開
も
で
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

済
活
動
の
低
迷
や
万
博
に
向
か
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
に
く
い
雰
囲
気
も
あ
る
中
で
、
こ
う

い
っ
た
逆
境
に
耐
え
な
が
ら
事
務
総
長
と
し
て

大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
に
向
け
て
、
一
生
懸
命

尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
は
み
ん

な
で
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
阪・
関
西
万
博
の
特
徴
と

開
催
意
義
と
は

仁
坂
●
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
大
阪
の
み
な
ら

ず
関
西
や
日
本
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
経
済
効

果
が
期
待
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
高
い
関
心
を

寄
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
の
大

阪
・
関
西
万
博
の
特
徴
や
開
催
の
意
義
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

石
毛
●〝
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
〟

と
い
う
テ
ー
マ
で
す
が
、当
初
は〝
健
康
長
寿
〟

と
い
う
考
え
方
で
し
た
。
そ
れ
は
先
進
国
の

国
々
に
と
っ
て
は
、
的
を
得
た
テ
ー
マ
で
は
あ

る
の
で
す
が
、
ま
だ
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ
ア
の

よ
う
な
若
々
し
い
国
に
と
っ
て
は
ピ
ン
と
来
な

い
も
の
で
し
た
。
逆
に
先
進
国
の
国
々
で
は
当

た
り
前
の〝
生
き
る
〟
と
か〝
生
き
抜
く
〟と
か
、

「
命
」
と
い
っ
た
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
重
要

な
ん
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
も
っ
と
広
い

範
囲
で
、
よ
り
多
く
の
国
が
参
加
で
き
る
テ
ー

マ
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で〝
い
の
ち
輝
く
未

来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
〟
と
な
り
ま
し
た
。
と
は

い
え
、〝
命
〟
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
に

は
違
い
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
さ
ら
に
こ

の
テ
ー
マ
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
世
界
的
な
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
地
球
上
で
の

人
間
の
活
動
領
域
が
広
が
っ
た
こ
と
で
起
こ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
考
え
る
と

人
間
の
命
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
地

球
全
体
の
命
を
も
っ
と
正
面
か
ら
考
え
な
い
と

いのち輝く
未来社会に向けて
会場の空を飛ぶ車。海・空・陸からのアプローチ。
大阪・関西万博のテーマは、〝いのち輝く未来社会のデザイン〟。
それは、いのちを救い、いのちに力を与え、いのちをつなぐ未来社会の実験場である。
コロナ禍を経験し、急速に変化する社会の中で、
いのち輝く未来社会に向けて、必要なものとは。

知事対談
公益社団法人２０２５年
日本国際博覧会協会
事務総長

和歌山県知事
石毛博行　仁坂吉伸

後ろに見えるのが、大阪湾に浮かぶ〝夢洲〟。向かって左上部が万博
会場建設予定地。

13   nagomi  nagomi   12



い
け
な
い
」
と
い
う
ふ
う
に
だ
ん
だ
ん
発
展
し

て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
の

は〝
未
来
社
会
の
実
験
場
〟
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。具
体
的
に
は
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
だ
と
か
、

長
蛇
の
列
で
待
た
さ
れ
な
い
、
Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ

な
い
と
い
っ
た
会
場
運
営
だ
と
か
、〝
本
当
に

実
現
す
る
か
な
？
〟
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
含
め

て
目
標
に
し
て
、
未
来
の
社
会
を
ど
う
示
し
、

実
現
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
、
関
係
者

と
一
緒
に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
、

こ
れ
ほ
ど
海
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
や
る
万
博
と

い
う
の
は
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

海
に
囲
ま
れ
た
会
場
で
、
海
、
空
、
陸
の
三
つ

の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
よ
う
な
万
博

に
な
る
よ
う
に
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

万
博
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

重
要
な
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

仁
坂
●
開
催
が
待
ち
遠
し
い
で
す
が
、実
際
に
大

阪
・
関
西
万
博
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
石
毛
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

石
毛
●
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
基
本
計
画
の
作
成
、
政

府
の
国
際
博
覧
会
推
進
本
部
設
置
や
国
際
博
覧
会

事
務
局（
B
I
E
）か
ら
の
承
認
な
ど
、2
0
2
0

年
に
は
万
博
の
準
備
を
進
め
る
た
め
の
枠
組
み
は

ほ
ぼ
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
１

年
に
直
面
し
て
い
た
課
題
は
、
ま
さ
に
万
博
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
一

つ
は
外
国
の
参
加
。
万
国
博
覧
会
と
い
う
ぐ
ら

い
で
す
か
ら
、
外
国
が
参
加
し
て
初
め
て
万
博
と

な
り
ま
す
が
、
ド
バ
イ
万
博
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
１
年
延
期
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
の
時
代
に
、
外
国
か
ら
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
の
は
非
常
に
大
変
で
す
。
次
に
企
業
の
参

加
。
会
場
と
な
る
夢
洲
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や

多
く
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
建
て
ら
れ
、
各
々
を
繋
ぐ

道
路
を
は
じ
め
、
下
水
道
や
電
気
・
ガ
ス
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
設
備
も
必
要
と
な
り
、
そ
う
い
っ
た

建
設
や
整
備
費
に
最
大
1
8
5
0
億
円
か
か
る
と

試
算
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
国
と
地
方
自
治
体

と
企
業
の
寄
付
で
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
１
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
企
業
か
ら
の
寄
付
を
集

め
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加

え
て
、日
本
の
万
博
で
は
、国
際
博
覧
会
事
務
局

（
B
I
E
）な
ど
か
ら
も
特
に
企
業
パ
ビ
リ
オ
ン
が

高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
企
業
へ
の
期
待
は
も

の
す
ご
く
大
き
い
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
70
年
万
博

で
は
岡
本
太
郎
さ
ん
が
担
当
し
て
い
た
、
そ
の
万

博
の
テ
ー
マ
を
会
場
で
表
現
す
る
テ
ー
マ
事
業
で

は
、
当
時
の
岡
本
さ
ん
に
相
当
す
る
８
人
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
、協
賛
企

業
を
募
る
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て

最
後
に
機
運
の
醸
成
で
す
。
2
0
2
0
年
に
開
催

テ
ー
マ
で
あ
る〝
命
〟
を
彷
彿
さ
せ
る
細
胞
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定
し
、グ
ッ
ズ

販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
公
表
し
、大
い
に

2
0
2
5
年
の
開
催
に
向
け
て
機
運
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仁
坂
●
2
0
2
5
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催

は
、
何
と
い
っ
て
も
大
阪
だ
け
で
な
く
関
西
全
体

の
発
展
の
た
め
の
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
和
歌
山
県

と
し
て
も
誘
致
活
動
で
は
大
い
に
協
力
を
さ
せ
て

も
ら
い
、
万
博
の
開
催
が
決
ま
っ
た
時
に
は
本
当

に
喜
び
ま
し
た
。
今
度
は
、
そ
の
せ
っ
か
く
の
大

阪
で
の
万
博
を
、
ど
う
や
っ
て
関
西
、
ひ
い
て
は

和
歌
山
の
発
展
の
た
め
に
、
う
ま
く
生
か
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
今
回
の
万
博
の
会
場
と
な
る
夢
洲
は
、

海
に
囲
ま
れ
た
、
今
ま
で
の
万
博
の
中
で
は
比
較

的
小
さ
い
会
場
で
す
。
そ
こ
に
世
界
中
か
ら
多
く

の
人
達
が
訪
れ
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、

こ
の
人
達
が
周
り
の
関
西
や
日
本
各
地
を
訪
れ
る

よ
う
な
工
夫
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。大
阪
・

関
西
万
博
な
の
で
す
か
ら
関
西
広
域
連
合
で
パ

ビ
リ
オ
ン
を
作
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
入
口
の
全

体
ブ
ー
ス
で
関
西
全
体
の
魅
力
を
紹
介
し
た
上

で
、
各
県
ブ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
和
歌
山
県
ブ
ー

ス
で
は
観
光
資
源
を
バ
ー
チ
ャ
ル
で
味
わ
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
実
際
に
和
歌
山
県
を
訪
れ

て
も
ら
っ
て
リ
ア
ル
な
観
光
を
体
験
し
て
も
ら
う

と
い
っ
た
構
想
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

各
県
も
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
、
万
博
効
果
が
会
場

の
夢
洲
だ
け
で
は
な
く
、
関
西
や
日
本
全
体
に
広

が
っ
て
い
く
よ
う
な
万
博
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

万
博
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る　

命
と
は
？
未
来
社
会
と
は
？

仁
坂
●〝
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
〟

と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
今
回

の
万
博
は
、
命
や
未
来
社
会
の
在
り
よ
う
を
示

す
万
博
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
石
毛
さ
ん

が
考
え
ら
れ
る
未
来
社
会
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。

石
毛
●
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
が
、
万
博
の

テ
ー
マ
で
あ
る〝
い
の
ち
輝
く
〟の
い
の
ち
。
と

り
わ
け
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
我
々
は
、
人

間
っ
て
何
だ
ろ
う
？
生
き
物
っ
て
何
だ
ろ
う
？

と
い
う
問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
未
来
社
会
、
そ
れ
は
人
間
だ
け
で
は
な

く
、
こ
の
地
球
の
い
の
ち
を
絶
や
さ
な
い
よ
う

に
、
気
候
変
動
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
も
真
正

面
か
ら
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
社
会
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
で
、
今

ま
で
は
皆
が
豊
か
な
社
会
を
目
指
し
て
、
科
学

技
術
を
進
歩
さ
せ
、
競
争
や
効
率
化
を
進
め
な

が
ら
邁
進
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
は
コ

ロ
ナ
禍
と
な
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン

な
ど
が
急
速
に
広
が
り
、
よ
り
一
層
の
利
便
性

や
生
産
性
の
向
上
な
ど
も
期
待
さ
れ
る
反
面
、

よ
り
社
会
や
人
と
の
繋
が
り
の
希
薄
化
も
進
む

の
で
は
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
そ
ん
な
中

で
も
、人
は
ど
こ
か
で
人
と
の
繋
が
り
を
求
め
、

心
の
安
寧
を
よ
り
求
め
た
い
と
思
う
よ
う
な
社

会
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
回
の
万
博
で
は
、
科
学
技

術
の
進
歩
だ
と
か
、
そ
う
い
う
未
来
社
会
の
実

験
場
と
い
え
る
よ
う
な
こ
と
を
示
す
場
で
も
あ

る
わ
け
で
す
が
、
も
っ
と
私
た
ち
の
心
の
安
ら

ぎ
が
得
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
こ
と
が
重
要
だ
よ

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う

な
、
そ
う
い
う
万
博
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終

わ
り
、
次
は
い
よ
い
よ
大
阪
・
関
西
万
博
だ
と

い
う
機
運
を
盛
り
上
げ
、
多
く
の
方
か
ら
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
、
そ
し
て
、
こ

の
万
博
を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、
関
西
や
日

本
全
体
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
万
博
に
な
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

仁
坂
●
石
毛
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
ま
す
ま
す
社
会
が
変
化

し
て
い
く
中
で
、
今
ま
で
の
社
会
が
そ
の
ま
ま
存

在
す
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
う
す
る
と

そ
の
変
化
を
見
据
え
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
チ
ャ

ン
ス
を
和
歌
山
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
和
歌
山
県
の
未
来
は
絶
対
に
明
る
い
も

の
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
と
い
え
る
の
が
、
大
阪
・
関
西
万
博
だ
と
思

う
の
で
、
こ
れ
を
最
大
限
活
用
し
て
、
和
歌
山
が

ど
ん
ど
ん
発
展
す
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し

い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石毛博行
1950年千葉県生まれ。1974年通商産業省（現経済産業省）入省。製造産業局長、中小企業庁長
官、通商政策局長、経済産業審議官、独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）理事長を経て、
2021年５月から公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会事務総長。

大阪・関西万博のプロデューサー陣
〇会場デザインプロデューサー：藤本 壮介 氏 （建築家）
〇会場運営プロデューサー：石川 勝 氏 （プランナー、プロデューサー）
〇テーマ事業プロデューサー

・【いのちを知る】福岡 伸一 氏（生物学者、青山学院大学教授）
・【いのちを育む】河森 正治 氏（アニメーション監督、メカニックデザイナー）
・【いのちを守る】河瀨 直美 氏（映画監督）
・【いのちをつむぐ】小山 薫堂 氏（放送作家・脚本家）
・【いのちを拡げる】石黒 浩 氏（大阪大学教授、ATR石黒浩特別研究所客員所長）
・【いのちを高める】中島 さち子 氏（音楽家、数学研究者、STEAM 教育家）
・【いのちを磨く】落合 陽一 氏（メディアアーティスト）
・【いのちを響き合わせる】宮田 裕章 氏（慶応義塾大学教授）

知事対談
公益社団法人２０２５年
日本国際博覧会協会
事務総長

和歌山県知事
石毛博行　仁坂吉伸

世界とつながる「海」と「空」が印象強く感じられる、大阪・関西万博の会場の完成予
想図。主動線である円環状の回廊は、1周およそ2キロメートル。

2021年より販売されている、大阪・
関西万博公式ライセンスグッズ。

提供：２０２５年日本国際博覧会協会
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古くから織物の産地として栄えていた橋
本市高野口町。その歴史は江戸時代の
木綿織物から始まり、明治に入ると一度
織り上げた生地を裁断して再び織り上げる

「再織」が創案され、パイル織物へと発展
していった。現在では新たにバッグなどを
製造販売され、再び注目を集めている。

パ
イ
ル
織
物

P i l e  F a b r i c

妙中パイル織物株式会社
住所／橋本市高野口町向島193
電話／0736-42-3170
http://www.taenaka.com

和歌山の

素晴らし

き逸品

vol.03

Our proud product



高野山の麓、標高450ｍの盆地に広がる天野の田園風景は「にほんの
里100選」に認定されている。また美しい水と豊かな土壌で作られた米は

「天野米」と呼ばれ、人気を博している。世界遺産に登録されている
丹生都比売神社をはじめ、貧女の一燈で有名なお照の墓など、高野
山ゆかりの伝説や史跡など見どころも多い。

➊1階と2階にそれぞれシングルベッドが2台。趣ある空間は心も体も休まる。➋「和食だけでなくイタリア料理とコラボした企画も考えています。天野の食材を活
かして、いろんな味を提供したいですね」とりこさん。➌宿の食事は、料理人が織りなす本格和食や、りこさんと料理上手な母親との合作による家庭料理が一品
一品運ばれてくる。➍書斎をリノベーションしたスペースで読書などを楽しみながらゆっくりと過ごせる。➎画家であった祖父の画号が南峰だったことから宿の名を
「南峰庵」に。	

➊カフェ客殿のランチでは、天野米を使ったおむすびが人気。➋カフェ客殿に併設する「天のテラス」は、ジビエのホットドッグやホットサ
ンドがテイクアウトできる、りこさんのもう一つのフィールド。➌2022年春には蔵を改装した土産物店がオープン予定。地元在住の陶
芸家や革職人の作品などを販売する。➍「客殿さんは、当社の客殿を管理していただいた家柄なんですよ。そんなゆかりの深いお二人
が、神社の近くでカフェや宿を営んでくれるのは、なんだか嬉しいですね」と話す丹生都比売神社の丹生宮司。

「自然豊かな天野。飽きない景色を眺めながらゆっくりと過ごしてほしい」。りこさんの笑顔にも癒される。

心地いいおもてなしに笑顔が溢れる里山のお宿

南峰庵
周辺のこと

四
季
折
々
の
風
景

神
と
仏
が
習
合
す
る

か
つ
ら
ぎ
町
天
野

お宿　南
なんぽうあん

峰庵　オーナー● 客
きゃくでん

殿りこ

　

真
言
密
教
の
聖
地
・
高
野
山
に
繋
が
る
町
石

道
の
中
程
、天
野
盆
地
に
鎮
座
す
る
丹に

う

つ

ひ

生
都
比

売め
じ
ん
じ
ゃ

神
社
。そ
の
近
く
に
あ
る
の
が
、故
郷
の
実
家

の
よ
う
に
寛
げ
る
宿〝
南
峰
庵
〟だ
。切
り
盛
り

し
て
い
る
の
は
客
殿
り
こ
さ
ん
。生
ま
れ
も
育
ち

も
大
阪
だ
が
、天
野
は
第
二
の
故
郷
と
も
い
え

る
場
所
。長
い
休
み
に
は
、宮
大
工
で
あ
っ
た
曽

祖
父
が
建
て
た
家
で
祖
父
母
た
ち
と
過
ご
し
、

時
に
は
数
か
月
も
滞
在
し
、天
野
の
小
学
校
に

通
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

南
峰
庵
の
開
業
の
き
っ
か
け
は
8
年
前
。り
こ

さ
ん
の
母
親
が
、〝
カ
フ
ェ
客
殿
〟を
オ
ー
プ
ン
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。り
こ
さ
ん
は
忙
し
い
母
親
の

カ
フ
ェ
を
手
伝
う
た
め
に
、再
び
天
野
へ
通
い
始

め
る
こ
と
に
。「
母
も
や
は
り
、曽
祖
父
が
建
て

た
そ
の
家
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。元
々
、私

は
接
客
業
が
好
き
で
、そ
ん
な
ア
ル
バ
イ
ト
ば

か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、母
の
カ
フ
ェ
を
手
伝
っ

て
い
る
う
ち
に
、私
も
大
好
き
な
天
野
で
何
か

を
始
め
た
く
な
り
ま
し
た
。し
か
し
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
、迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ〝
天
野
の
空
気

感
を
感
じ
ら
れ
る
宿
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
ね
〟と

話
す
お
客
様
の
声
を
聞
き〝
心
か
ら
の
お
も
て

な
し
〟が
で
き
る
宿
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」。そ
し
て
巡
り
合
っ
た
の
が
、カ

フ
ェ
客
殿
の
斜
め
向
か
い
に
あ
っ
た
一
軒
の
古
民

家
。「
床
は
抜
け
落
ち
、雨
漏
り
も
す
る
し
、そ
の

上
雑
草
だ
ら
け
。で
も
こ
こ
で
お
客
様
を
お
迎

え
す
る
自
分
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
ん
で
す
」。

し
か
し
宿
泊
施
設
で
の
仕
事
は
未
経
験
。す
ぐ

さ
ま
修
業
の
た
め
に
ホ
テ
ル
で
働
き
始
め
、開

業
準
備
を
進
め
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
よ
う
や
く
２
０
２
１
年
に
南
峰
庵
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。「
宿
泊
の
時
、お
客
様
は〝
帰
郷

し
た
よ
う
だ
〟と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
ま
す
。ま
た

昔
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
好
き

だ
っ
た
の
で
、お
年
を
召
さ
れ
た
お
客
様
が
泊

ま
り
に
来
る
と
、つ
い
つ
い
孫
の
よ
う
に
接
し
て

し
ま
い
、仕
事
を
忘
れ
て
長
話
し
を
し
て
し
ま

う
こ
と
も
」と
微
笑
み
な
が
ら
語
る
り
こ
さ
ん
。

　
「
お
か
え
り
な
さ
い
」と
家
族
の
よ
う
な
お
出

迎
え
。そ
の
言
葉
に〝
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
〟と
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。

W a k a y a m a
A c t i v e
P e o p l e

お宿　南峰庵　
住所／伊都郡かつらぎ町上天野160
電話／080-1514-4351
料金／1泊2食付き（朝・夕）大人1名18000円・小学生1名9000円
※1日1組限定3〜8名利用可能・5名以上の場合1人17500円（全て税込）
http://nanpoan.xyz/
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Let's enjoy WAKAYAMA at home

和歌山を楽しむカルチャー編
陽気に誘われて外出したくなる芽吹きの季節。
だけどたまにはリビングのソファに座り、

映画や小説、マンガでのんびり楽しむ和歌山！

おウチ
で楽しむ！

WAKAYAMA
vol.03

ONODA 一万夜を越えて 
実在の旧日本軍兵士・小野田寛郎（お
のだひろお）さんを題材にした映画。上
官からの命令をかたくなに守り、情報将
校として太平洋戦争が終結した後も、
29年にわたってフィリピン・ルバング島に
残り続けた姿を描いた作品。小野田さん
は海南市に生まれ、宇賀部神社は小野
田さんの本家筋にあたる。境内には座
右の銘だった「不撓不屈」の文字が刻
まれた大きな石碑が建つ。

サマータイムレンダ 
和歌山市の離島を舞台としたタイムリープ系SFサスペンス
漫画。何度も人生を繰り返しながら｢影｣に立ち向かう主人
公の活躍を描いており、その舞台となる日都ヶ島は、和歌山
市に実在する友ヶ島をモデルとしている。作者の田中靖規
（たなかやすき）さんは和歌山出身の漫画家で、本編中の
登場人物が和歌山弁を話すのに親近感を覚える。2022
年4月より全25話でTVアニメの放送が開始される。

©田中靖規／集英社
全１３巻好評発売中！

友ヶ島砲台跡

雑賀六字の城
〜信長を撃った男〜 
和歌山市出身の作家、津本陽さんの小説〝雑賀
六字の城〟を原作に漫画化したもの。作画はおお
のじゅんじさん。雑賀とは現在の和歌山市の一部
であり、紀州雑賀衆とは、戦国最強の鉄砲集団。
織田信長・羽柴秀吉軍と主人公である雑賀衆
の若武者である小谷七郎丸の激闘を描く戦国青
春ドラマ。
発行：リイド社　
電子書籍版／1巻：723円（税込）

海難1890 
1890年に串本町大島沖で起きたト
ルコ軍艦エルトゥールル号海難事故
と、1985年のイラン・イラク戦争勃
発時に、テヘランに取り残された日本
人救援のため、トルコ政府が救援機を
飛ばして救出した出来事の顛末を描
く。実際に海難事故が起きた串本町
でも撮影が行われた。
　

華岡青洲の妻 
華岡青洲とは、江戸時代末期に全身麻酔による
外科手術に成功した医師。1966年に発表され
た有吉佐和子の小説により、医学関係者の中で
知られるだけだった華岡青洲の名前が、一般に認
知されることとなったといわれている。実験への協力
を申し出た母と妻に麻酔薬を飲ませ、副作用で妻
が失明するという事故を経て、麻酔薬〝通仙散（つ
うせんさん）〟を完成させた。現在の和歌山県立医
科大学の校章は、青洲が用いた〝まんだらげ＝チョ
ウセンアサガオ〟をモチーフにしたものである。
発行：新潮社
新潮文庫／572円（税込）

1

2

4

5

3

戦後29年間、ルバング島で
戦い続けた不

ふ と う ふ く つ

撓不屈の男。

世
界
で
初
め
て

全
身
麻
酔
に
よ
る
手
術
に
挑
ん
だ

紀
州
の
名
医
青
洲
。

戦
国
時
代
、

生
き
残
り
を
か
け
た

雑
賀
衆
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

1890年の
暴風雨から始まる
日土友好の歴史に触れる！

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
人
生
。

ど
こ
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る

島
の
景
色
に
ド
キ
ッ
！ 配給：エレファントハウス

2021年10月8日（金）公開	
©bathysphere	‐	 To	 Be	 Continued	‐	 Ascent	 f i lm	
‐	 Chipangu	‐	 Frakas	 Productions	‐	 Pandora	 Film	
Produktion	‐	Arte	France	Cinéma

発行：集英社
少年ジャンプ+掲載
コミック／660円（税込）

宇賀部神社

和歌山市に鎮座する矢宮（やのみや）神社。雑賀孫一など
雑賀衆の逸話が残る。

※現在、紙媒体での発売はしておりません

販売：東映　
発売：東映ビデオ
Blu-ray＆DVD発売中　
Blu-ray／5,280円（税込）
DVD／4,180円（税込）　

紀の川市にある華岡青洲顕彰施設、
〝春林軒〟に展示されているワンシー
ン。妻の回復を見守る青洲とその母
の姿。

大島に建つ樫野埼灯台。この近くで海難事故が起きた。
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　和歌山県農水産物・加工食品輸
出促進協議会とＧＩ和歌山梅酒管理
委員会は、フランスの有名女性ソムリ
エであるアマンディーヌ・パストゥレル
氏を和歌山梅酒のブランドアンバサ
ダーに任命し、令和４年１月１８日に任
命式をオンライン形式にて開催しまし
た。同氏は、2013年にフランス若手
ソムリエコンクールのベスト３に選出さ
れ、18年からパリのミシュランガイドの
一つ星に輝いているレストラン「ラ・ダ
ム・ドゥ・ピック」のシェフソムリエを務
めています。
　リキュールでは、全国初となる酒類
の地理的表示（ＧＩ）の指定を受けた和
歌山梅酒。収穫量57年連続全国１
位で高品質な本県産の梅を原料とし、
厳しい生産基準を元に作られていま
す。
　同氏は、「私だけではなく、多くのフ
ランス人が和歌山梅酒を好きになると

確信している。進化を続けるフランス
料理の中に、特にガストロノミーのレス
トランにおいて、多くの和歌山梅酒が
愛飲される機会を増やしていきたい」と
抱負を語られました。
　和歌山梅酒の魅力が世界中に広ま
ることを目指し、アンバサダーと協力し
たプロモーション活動も展開するなど、
ブランド化に取り組んでいきます。

　令和３年１０月１日、日本産温州みか
んのベトナムへの輸出が解禁されまし
た。これを契機にＪＡグループ和歌山、
ＪＥＴＲＯ和歌山及び和歌山県が連携
し、令和３年１１月２８日、和歌山県産
温州みかん２トンをベトナムに輸出しま
した。ハノイ、ホーチミンなどのイオン
モール全６店舗、ホーチミンの高級食
材店アンナムグルメマーケットなどで販
売が開始されています。

　輸出が可能とな
るのは、登録生産
園地で栽培され、害
虫のミカンバエが発
生していない等の
条件を満たしたもの
で、糖度や色艶など
を選別して輸出され
ます。ハノイのイオ
ンモールで開かれた
試食会では、「新し

いフルーツみたいで、家族にも食べさせ
たい」、「味がとても甘く、濃く、香り高く、
ジューシーでベトナム産みかんとの違い
に驚いた」、「少し値は張るが、贈答に
利用したい」といった声が聞かれ、消費
者から高い評価を得ています。
　和歌山県は１７年連続みかんの生
産量全国１位、６年連続みかんの産出
額全国１位を誇り、今後も更なる輸出
拡大を目指していきます。

　

ヘ
タ
の
部
分
が
出
っ
張
っ

た
可
愛
い
形
で
、ど
っ
し
り

と
し
た
大
玉
の〝
超
熟
し
ら

ぬ
い
〟。一
房
頬
張
れ
ば
薄
皮

が
は
じ
け
て
濃
厚
な
果
汁

が
た
っ
ぷ
り
。程
よ
い
酸
味
が

甘
み
を
引
き
立
て
、後
を
ひ

く
美
味
し
さ
が
特
徴
的
。手

掛
け
て
い
る
の
は
、日
高
川

町
の
ま
る
ま
つ
農
園
だ
。

　

通
常
、不
知
火
は
完
熟

を
待
た
ず
に
収
穫
さ
れ
、1

カ
月
以
上
寝
か
せ
て
追
熟
さ

せ
る
。長
く
果
実
を
つ
け
た

ま
ま
で
は
、樹
に
負
担
が
か

か
る
た
め
だ
。同
園
代
表
の

松ま
つ
い
と
し
ろ
う

井
利
郎
さ
ん
は
、最
高
品

質
の
お
い
し
さ
を
求
め
て
何

年
も
研
究
を
重
ね
た
結
果
、

樹
上
完
熟
さ
せ
る
こ
と
で

濃
厚
な
甘
み
の
不
知
火
を

作
る
こ
と
に
成
功
。ま
た
樹

が
衰
弱
す
る
か
し
な
い
か
、

ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
極
め
て
収
穫
し
、す
ぐ
に

出
荷
す
る
こ
と
で
、フ
レ
ッ

シ
ュ
で
香
り
高
い
果
実
を
消

費
者
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

美
し
く
整
え
ら
れ
た
畑

か
ら
も
、そ
の
丁
寧
な
仕
事

ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。松

井
さ
ん
は「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ

リ
ー
ブ
畑
や
ブ
ド
ウ
畑
の

よ
う
に
、畑
を
見
学
す
る
だ

け
で
観
光
に
な
る
よ
う
な
、

か
っ
こ
い
い
農
園
を
目
指
し

て
い
ま
す
。従
来
の
地
味
な

農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
ひ
っ
く

り
返
し
て
い
き
た
い
ん
で
す
」

と
話
す
。ま
る
ま
つ
農
園
で

我
が
子
の
よ
う
に
手
を
掛

け
て
作
り
上
げ
る〝
超
熟
し

ら
ぬ
い
〟に
は
、そ
ん
な
夢
と

こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

プレミア和歌山

Premier Premier 
 WAKAYAMA

西御坊駅

南部
紀伊田辺

五條

加太駅

南
海
高
野
線

湯浅

アドベンチャーワールドアドベンチャーワールド

南紀白浜空港南紀白浜空港

熊野那智大社熊野那智大社

道成寺道成寺

貴志駅

まるまつ農園

養翠園
和歌山マリーナシティ

妙中パイル織物株式会社
南峰庵

和歌山電鐵

大山崎I.C. 京都南I.C. 瀬田東J.C.T.

門真J.C.T. 久御山J.C.T.
京滋バイパス

第二京阪道路

すさみ南I.C.すさみI.C.
日置川I.C.
南紀白浜I.C.

みなべI.C.

串本I.C.（仮）

有田南I.C.

和歌山南S.I.C.

和歌山J.C.T.

紀北かつらぎ
I.C.

紀の川I.C.
岩出根来I.C.

橿原高田I.C.

阪和自動車道

紀勢自動車道
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企画・発行／和歌山県
発	 行 	日／令和4年3月11日
企画編集／サンケイ広告（株）
制					作／（有）YS'pros
印					刷／中和印刷紙器（株）

日本初、和歌山のみかんをベトナムへ輸出
現地での販売開始

　GI「和歌山梅酒」の
ブランドアンバサダーを任命

問い合わせ／和歌山県食品流通課　電話／073-441-2813

ふるさと納税で、元気なわかやまに。
ふるさと和歌山応援寄附

１万円以上の寄附で和歌山を味わえる「梅干し」や「醤油」など、
プレミア和歌山の商品297品の中から贈呈！（県外にお住まいの方が対象）
※詳しくは、ふるさと納税サイトをご覧ください。

旬の和歌山情報を
お届けします ！今号の「和」題

■和歌山県広報課
　TEL．073-441-2032　FAX．073-423-9500
　e-mail／nagomi-waka@pref.wakayama.lg.jp
■わかやま紀州館
　東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館B1F
　TEL．03-3216-8000　FAX．03-3216-8002
　e-mail／kishukan@wakayama-kanko.or.jp

和歌山県フォトライブラリー（写真貸出）

和歌山県PR動画（動画素材貸出）

和-nagomi- バックナンバー

http://wave.pref.wakayama.lg.jp/photo/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/media/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/nagomi/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/

“WA!”
TOPICS
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問い合わせ／和歌山県食品流通課　電話／073-441-2813 完熟を超える濃厚な味わい、春を感じる〝超熟しらぬい〟

上／2011年に脱サラして農園を受け継いだ松井利郎さんと妻
の有紀子さん。「フレッシュな超熟しらぬいを味わって、春の
訪れを感じてほしい」と話す。左／農園を身近に感じてほし
いと、枝葉付きのまま届けられる超熟しらぬい。

令和2年度プレミア和歌山推奨品
審査委員奨励賞 受賞

参考価格／1,890円/1kg、3,670円/2kg、7,660円/5kg  　
まるまつ農園オンラインショップ（https://www.mm-farm.com/）で販売

超熟しらぬい
販売者／まるまつ農園
住所／日高郡日高川町松瀬468-3　電話／0738-52-0855

残間里江子審査委員長
審査をするごとに、和歌山県の新たな魅
力を発見しています。自然豊かで、おい
しいもの、魅力的な品がたくさんありま
すので、ぜひプレミア和歌山にご注目く
ださい。

和歌山県優良県産品（プレミア和歌山）推奨制度
安心・安全を基本に幅広い分野で優れた県産品を“和歌山らしさ”、
“和歌山ならでは”の視点で推奨する。

プレミア和歌山

		「和-nagomi-」はリサイクル適性Aランクの材料及び植物油を
　含有した印刷インキを用いて制作しています。	

23   nagomi  nagomi   22
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和歌山県PRキャラクター
「きいちゃん」

　和歌山電鐵貴志川線貴志駅のニタマウルトラ駅長が、
令和４年１月５日、社長代理に昇格。駅長就任から１０年
のスピード出世となります。コロナ禍でも必死に誘客に努
め、社長業を立派に補佐したことなどが評価されました。
　昨年１２月には、待望の「たま電車ミュージアム号」が運
行を開始しました。車内外に歴代猫駅長の写真やイラスト
をふんだんにあしらい、乗客を楽しませる要素が満載。
　ニタマ社長代理の手腕とたま電車ミュージアム号の魅力
が地方鉄道を更に盛り上げます。

　ポカポカ陽気で絶好の運動日和。
楓浜（ふうひん）は元気に屋外運動場
を走り回っています。楓浜が一人で
遊んでいると、大好きなお母さんパン
ダの良浜（らうひん）を発見。一緒に
遊んでもらおうと近寄りますが、竹を食
べたい良浜に足でガードされてしまいま
す。この様子を見ると、お母さんの方
がまだまだ一枚上手のようです。
　食事した良浜に抱きしめてもらった
楓浜は、お気に入りの高い場所へ行
き、お昼寝しやすい体勢を探していま
した。

ニ
タ
マ
駅
長
大
抜
擢　

ナ
ン
バ
ー
２
の
社
長
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理
に

楓
浜
は
も
う
１
歳
３
ヶ
月

社長代理就任をたま大明
神に報告するニタマ駅長。

食事を楽しみたい良浜に足でガードされる
楓浜。

新車両のデザインは、ＪＲ九州の
豪華寝台列車なども手がけた水
戸岡鋭治（みとおかえいじ）さん。
車両は黒い内外装で、赤字経営
を黒字化したいという願いが込め
られている。

たくさん遊んで疲れた楓浜。遊具
の高い場所に移動するとすぐに
眠ってしまいました。今では体重が
もう３6ｋｇを超え、表情もだんだん
大人っぽくなってきました。

お問い合わせは、
和歌山電鐵（TEL.073-478-0110）へ。
駅長たまのツイッター @ekichoTAMA

［よんたまちゃんの貴志駅駅長代行勤務日］
ニタマ駅長の公休日（水・木曜）に
貴志駅にて勤務しております。

お問い合わせは、
アドベンチャーワールドインフォメーション 

（ナビダイヤル.0570-06-4481）へ。
公式ツイッター @aws_official
ホームページ https://www.aws-s.com/

和歌山県ホームページ　https://www.pref.wakayama.lg.jp/

WAKAYAMAWAKAYAMA

 ほっこり近況報告
ニタマとパンダの
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